
 

区分 活動内容 今後の対応 

業務の概要 

農業の振興に関する活動 

・隊員の農業従事  ・農業法人との連携及び経営戦略の構築 

・遊休農地の再生及び団地化の推進  ・農産物の販売促進及び地産地消の推進 

・地域農産物の振興及びブランド化の推進 

活
動
予
定 

・遊休農地の再生→担い手となる就

農者を呼び込むための環境整備の

実施 

・地産地消の推進→イベント等を通

じた普及活動等への取組み 

・有機農業による地域のブランド化

→有機農業の推進及び地域のブラ

ンド化実現に向けた有機農家への

経営支援 

・地域農産物の振興→地域農産物の

販売促進、ホームページ作成、交

流イベント等による地域及び地域

農産物の外部へのＰＲ 

・農業従事及び各種研修への参加 

これまでの 

活動内容 

・農業法人や地元の農家の方達から水稲その

他の野菜の栽培について研修を受けながら

農業従事。（写真①） 

・農業法人と連携し、経営戦略及び集落維持

のための方策（＝遊休農地対策等）を検討。 

・有機農家グループと連携し、移住者である

有機農家の経営支援を行う。新規出荷先と

農家のマッチングを行い新規顧客を獲得。 

・地産地消の推進のため地域内の出荷先獲得

へ向けた活動を展開。（学校給食、朝マルシェ他） 

・高遠第2･3保育園の存続と未来を考える会の

立上げ及び運営に参画。 

・子供達と4日間かけて駒ヶ根～伊那～入笠山

を歩く「伊那谷うまっこウォーク」を地元

の方達と共同で企画。（写真②） 

・東京の昭和女子大の伊那ワークキャンプの

企画･準備に協力。地元農家など学生の受入

先との交渉や企画の説明を行う。 

・県の信州元気づくり実践塾を受講。農村と

都市とのマッチングについて、実践を交え

て学ぶ。 

▼写真① 

 
 

▼写真② 

 

課
題 

・地域の方達との関係性の更なる深

掘り 

・地域の状況を可能な限り把握した

上で、課題解決に向けた外部の先

進地域の事例の研究及び実践 

・地域おこし協力隊の任期終了後を

見据えた、自身がこの地域で生活

するための生業探しまたはその

創出 

※市公式ホームページに掲載します。 
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